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ス
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堀

存主

犬

政

第

百同

策

ji命

第
一
、
な
付
則
産
の
険
副
『
昔
も
今
も
、
機
力
の
本
航
師
、
基
礎
、
及
び
本
質
を
な
す
も
の
は
官
で
あ
る
ご

い
ふ
ζ

え
一
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
そ
れ
自
身
椴
カ
を
構
成
す
る
も
の
が
省
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
正
に
縫
h
は
な
い
山
然

そ
が
少
数
人
の
手
に
集
積
さ
れ
て
甫
め
て
、
機
カ
の
本
似
た
h
基
礎
た
り
又
本
質
た
る
の
質
を
現

ホ

1
w
の
政
策
論
を
削
似
る
前
に
、
是
非
Z
も
官
の
集
積
の
前
提
た
る
私
有
財
産

れ
ど
も
官
円
は
、

は
す
の
で
あ
る
。
仰
で
五
日
々
は
、

制
度
に
謝
す
る
彼
れ
の
意
見
を
知
っ
て
泣
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ホ

l
p
は、

Z
F
2
9や
ロ

バ

ア

ト

y
ン
や
ス
-
プ
ワ
ア

1
h等
の
意
見
に
従
っ
て
、
和
族
土
地
共
廃
の
時

代
よ
り
、
他
民
族
侵
略
以
後
の
土
地
分
印
刷
附
代
へ
の
経
過
を
述
べ
勺
然
る
後
に
、
「
侵
略
者
の
数
は
碓
め
難
い
が
、

併
し
そ
れ
は
ど
う
で
め
っ
た
に
し
て
も
、
是
は
土
右
民
に
比
す
れ
は
少
数
で
ゐ
う
た
ら
う
。
安
に
吾
々
は
、
今
日

に
於
け
る
ご
同
じ
程
度
の
、
財
産
の
不
泊
T

峰
守
山
肌
践
が
直
も
に
碓
立
百
れ
た
の
を
見
晶
、
」
ご
い
ひ
、
北
(
後
w
F
少
の
品
型

選
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
は
大
穂
「
欧
洲
の
大
低

ω闘
に
於
け
る
現
布
の
別
産
制
度

ω根
底
を
な
す
H

」
ご
論
じ

て
ゐ
る
。

lIall， Effccts. of Ci¥'IIIS<1.tion. I820. p. 51 
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兎
ら
に
ホ

l
p
は
、
他
民
肢
に
よ
る
侵
略
の
無
か
っ
た
所
、
例
へ
ば
北
ア
メ

y
カ
や
縫
鞄
(
吋
μ丸
山

3
Q

等
に
於

て
、
土
地
共
産
制
度
が
何
依
忍
必
制
度
に
な
っ
た
か
ご
い
ム
ヨ
』
ご
に
就
い
て
、
そ
れ
は
恐
ら
く
「
数
名
の
勇
敢
な

る
先
動
者
W
辿
っ
て
、
(
土
地
の
一
成
る
部
分
を
自
分
迭
の
も

ω
子
し
て
市
取
し
、

LLL門
他
の
者
が
彼
等
の
行
潟

を
異
似
た

J
t
い
ム
事
情
に
、
其
の
川
崎
源
を
は
四
L
K
の
で
あ
ら
う
、
己
推
断
し

τゐ
る
。

二
つ
の
起
訴
が
考
へ
ら
る
、
の
で
あ
る
が
、

jV 

は

戒
は
侵
略

か
〈
の
如
く
土
地
の
私
行
に
つ
い
て
は
、

に
よ
h
或
は
占
取
に
よ
っ
て
、
土
地
が
腕
力
強
き
も
の
一
、
綱
占
に
鯖
し
た
る
こ
さ
を
以
J
L

、
甚

L
き
不
正
義
な
り

さ
な
し
、
か
の
ス
ペ
ン
ス
や
1
グ

W

ク
イ
(
君
。
間
口
ぐ
h

m

)

や・へ

4
y
等
に
共
通
な
る
白
然
川
鴨
川
り
思
忽
よ
'
り
し
て
、

「
何
人

ι雌
も
、
彼
れ
自
身
及
び
彼
れ
の
家
族
に
生
活
必
需
品
を
給
す
る
に
十
分
な
る
に
け
の
土
地
市
円
分
量
に
封

8
 

す
る
外
は
、
土
地
の
如
何
な
る
部
分
に
謝
し
で
も
胡
他
的
機
利
を
有
?
}
ご
は
、
常
然
に
山
山
市
な
い
ヘ
』
ご
論
じ
、

然
る
後
に
、
不
平
等
な
る
財
産
所
有
制
度
を
姉
護
せ
る
諸
事
者
の
主
張
に
反
駁
を
加
へ
て
ゐ
る
o

先
づ
第
一
は
、
パ

l
v
イ
が
ぞ
の
著
「
道
徳
持
目
印
刷
己
の
中
に
古
い
て
居
る
則
康
不
平
等
是
認
論
の
牧
協
の
一
つ
で

あ
っ
て
、
そ
れ
を
ナ
1
Y
の
言
葉
で
い
へ
ば
、
『
財
産
の
不
平
等
は
、
乱
肌
曾
h
v
或
る
法
規
又
は
法
律
よ
り
、
印
も
利

舎
の
必
然
的
な
る
又
は
自
生
的
な
る
作
用
よ
り
、
生
活
し
た
ご
い
ふ
似
定
』
で
ゐ
る
o

之
に
劃
し
て
お

1
Y
は、

斯
説
は
歴
史
的
一
品
質
に
反
す
ご
い
ふ
理
由
で
、
攻
撃
を
加
へ

t
ゐ
る
。
蓋
F

ル
彼
れ
の
考
に
よ
れ
ば
、
前
に
も
逃
ペ

セ
る
如
〈
、
土
地
の
私
有
は
、
腕
力
の
あ
る
者
が
「
任
意
に

H
つ
暴
力
的
仁
」
土
地
を
強
奪
し
て
、
之
を
少
数
人
の

聞
に
分
割
し
た
こ
=
に
由
来
す
る
の
で
あ
っ
て
、
之
は
決
し
て
鮎
舎
の
必
然
的
作
用
の
結
果
で
は
な
い
か
ら
で
ゐ

4
0
0
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ル
ス
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E
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想
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を

(
静
六
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九
四
)

九
ヒ
凪

第
二
は
、
前
記
の
円
ハ

1
v
イ
や
ヒ
斗

1
ム
等
の
主
張
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
「
者

L
財
産
が
崎
労
働
ピ
勤
勉
ご
に
持

す
る
報
酬
ご
し
て
獲
得
苫
れ
叉3

c

t

『
勺
7

な
し
、
ざ
い
ふ
こ
ご
に
な
る
ご
、
人
々
は
努
力
に
劃
す
る
刺

戟
を
火
ふ
か
ら
揃
悩
ご
な

h
不
活
動
に
な
る
M

」
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
-
』
れ
に
劃
L
て
ホ
ー
ル
は
、
か
、
る
議
論
は

現
貨
の
都
府
且
に
五
反
対
で
あ
る
、
百
雑
誌
を
加
へ
て
ゐ
る
Q

ヲ
ぞ
の
理
由
は
、
「
各
稲
の
則
が
阪
に
分
け
取
ら
れ
て
、

特
定
人

ω所
有
に
師
し
て
仕
鉱
っ
て
居
h
、
且
つ
一
部
同
I
の
法
作
に
よ
っ
て
彼
等
に
確
か
り
保
諮
さ
れ
て
居
る
た

め
、
多
数
人
に
よ
っ
て
取
得
さ
る
?
提
供
古
品
、
ご
こ

Z賞
品
は
、
制
は
品
停
に
よ
っ
て
獲
ら
れ
る
山
の

で
あ
っ
て
‘
日
明
白
身
の
何
等
か
の
努
力
に
よ
っ
て
共

ω卒
事
長
〈
の
機
舎
を
有
つ
人
は
、
千
人
中
に
一
人
の

制
に
す
ぎ
な
い
、
」
£
い
ふ
の
が
今
日
の
質
放
で
あ
る
o
然
る
に
そ
れ
を
如
り
つ
、
、
財
産
の
不
挙
等
を
も
っ
一
1
勤

勉
に
劃
す
る
刺
放
な
り
ピ
言
ふ
は
、
甚
し
き
矛
盾
撞
着
で
あ
る
、
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
率
二
之
に
反
し
て
、

j
f

人
が
彼
れ
の
分
前
地
を
有
っ
て
ゐ
た
ご
す
・
れ
ば
、
彼
郊
の
諸
欲
望
苫
諸
必
要
通
己
は
、
む
の
づ
か
ら
彼
を
榔
つ
一
工
、

:
そ
の
土
地
を
勤
勉
に
刻
古

L
む
る
で
あ
ら
，
フ
凶
」

か
〈
の
如
〈
、

ホ
luy
に
ご
っ
て
は
、
以
上
の
耐
訪
は
土
地
刻
産
の
不
平
等
所
有
を
理
山
ワ
け
る
に
は
不
十
分

で
あ
っ
た
o

彼
に
よ
れ
ば
、
不
一
室
す
な
る
土
地
財
産
の
起
似
を
説
明
す
る
も
の
は
、
腕
力
説
の
み
で
あ
っ
て
、
之

を
他
の
諸
原
則
に
よ
っ
て
迎
山
づ
り
ん
ご
す
る
凡

τ
り
試
み
は
、
皐
党
無
意
味
ご
な
る
o

而
し
て
者
し
吾
々
が
ホ

1
ル
の
推
論
を
克
ら
に
辿
っ
て
行
〈
な
ら
ば
、
五
日
々
は
、

そ
れ
自
慨
ご

L
て
論
じ
工
ぬ
る
ば
か

h
E
よ
く
、
¥
つ
也
〉

J
b
初
己

H
-
i
L
u
h
E
h
J
a
i
-

(
イ
b

d

L

る
I
I
H
的
t-
亜
産
の
同
月
冶
に
方
け
る
よ
小
平
等

は
、
其
の
孤
や
了
土
地
財
産
り
不
平
等
1
ふ
一
品
質
に
品
目
し
て
居
る
ご
い
そ

2
、
及
び
斗
或
る
見
地
よ
ふ
り
す
れ
ば
、

(
 

彼
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土
地
所
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不
卒
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商
人
や
製
造
業
者
の
如
〈
動
産
た
る
富
を
多
〈
所
有
し
て
居
る
者
も
、
貨
は
土
地
財
産
の
所
有
者
に
等
し
い
資
格

を
有
っ
て
ゐ
る
も
の
古
宥
倣
さ
れ
得
る
、

ご
い
ふ
こ
ご
を
、

説

νて
居
る
の
に
気
付
〈
で
ゐ

ιう
Q

第
一
の
結
、

卸
も
動
産
所
有
の
不
挙
等
は
土
地
所
有
の
不
一
中
等
に
起
因
す
、

ピ

ωホ
l
bげ
の
設
は
、
製
造
業
及

ぴ
商
業
の
起
源
に
闘
す
る
彼
れ

ω説
明
(
本
稿
第
一
節
第
四
参
照
)
よ
h
直
ち
仁
雄
知
し
得
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
愛

に
は

εの
紹
介
を
省
〈
-
』
己
、
す
る
。

中
引
に
第
二
の
動
、
卸
も
商
人
や
製
遺
業
者
に

Lτ
動
産
正

L
て
の
官
を
多
〈
所
J

付
す
る
者
は
、
或
る
意
味
に
於

て
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
、
ご
の
ホ

1
w
の
主
朕
で
ゐ
る
。
彼
は
、
前
述
の
如
〈
、
大
地
主
が
同
時
に
英
大
な
る

動
産
の
所
有
者
Z
な
る
に
歪
れ
る
筏
践
に
つ
い
工
は
、
説
明
を
加
へ
て
ゐ
る
が
、
併
仁
土
地
を
夜
伎
に
所
有
せ
5

る
資
本
家
階
級
そ
の
も
の
、
資
生
に
つ
い
て
は
、
殆
ド
三
一
日
b
a
投
す
こ
ご
な
く
L
て
、
庇
も
に
、
逆
に
、
土
地
を
所

有
せ
ざ
る
資
本
家
を
以
て
、
地
主
に
等
し
き
性
質
を
有
す
る
も
の
ご
、
者
倣
し
て
居
る
の
で
ゐ
る
。
識
に
論
述
に

一
つ
の
間
際
が
ゐ
る
こ
苫
は
見
逃
し
得
な
い
己
こ
ん
で
あ
る
が
、
併
し
吾
々
も
之
を
飛
び
越
し
て
ホ
!
ル
の
資
本

家
卸
地
主
の
論
に
移
司
令
ニ
バ
、
す
る
o
彼
れ
の
推
論
は
大
問
中
引
に
遁
ぷ
る
遁
ち
で
ゐ
る
o

『
商
人
(
及
び
製
造
業
者
デ
ぜ
し
工
貧
民

ω労
働
の
生
産
物
の
一
部
金
分
け
取
る
こ
さ
を
得
せ
し
む
る
手
段
は
、

彼
等
の
資
本
で
あ
る
o
」
而
し
て
一
』
の
資
本
の
資
質
を
な
す
も
の
は
、
原
料
品
で
ゐ
る
己
批
芳
倒
者
り
生
活
必
需
品

で
あ
る
を
問
は
す
、
詰
る
ピ
こ
み
土
地
の
生
死
物
で
め
る
o

に
か
ら
資
本
家
は
、
土
拙
の
生
産
物
を
所
有
し
て

居
る
わ
り
で
あ
っ
て
、
そ
は
や
が

τ、
彼
等
制
資
本
金
額
に
相
賞
す
る
に
り
の
土
地
生
産
物
に
謝

Lτ
請
求
権

を
も
っ

τ
ゐ
る
こ
正
を
、
意
味
す
る
の
で
ゐ
U
Q
O
川
本

L
1品
開
山
ら
ば
、
資
本
家
な
る
も
の
は
、
畢
一
覧
事
質
上
の
土

-
E
)
 
九
七
五

離

チ
ヤ
ア
ル
ス
・
ホ
ー
ル
の
思
想

第
二
寸
ニ
容

(
此
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六
腕
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第
六
鵠

ゴ
プ
)

L
2
-

、

ゴ
J
R

プ

論

議

テ
ヤ
ア
ル
ス
・
出

t
ル
の
見
組

第
二
十
二
容

地
所
有
者
者
〈
は
そ
の
代
理
人
ご
宥
倣
さ
し

τも
安
い
わ
り
で
ゐ
る
。
そ
の
放
に
ニ
モ
、
彼
等
は
、
「
地
主
の
如

〈
、
生
活
必
需
品
の
一
定
量
を
ゆ
手
に
支
配
し
且
つ
彪
分
し
、
ぞ
れ
を
(
貧
民
に
)
輿
へ
た
り
或
は
拒
絶
し
た
h

す
る
こ
ご
が
出
来
る
の
で
ゐ
る
」
。

以
上
述
べ
来
っ
た
ご
こ
ろ
に
よ
h
、
五
日
々
は
、
第
一
に
、
ホ
ー
ル
が
土
地
財
産
の
起
源
ケ
腕
力
説
に
求
め
た
る

こ
ご
、
第
二
に
、
彼
が
動
産
の
不
手
等
な
る
分
配
合
土
地
財
産
の
不
平
等
所
有
に
蹄
図
せ
し
め
た
る
一
】
ご
、
及
び

第
三
に
、
あ
ら
ゆ
る
作
何
者

ω有
す
る
脱
力
を
、
貧
民
労
働
者
り
生
活
必
需
品
の
所
有
に
、
従
っ
て
北
(
の
産
減
た
る

土
地
内
所
有
に
本
づ
〈
も
の
ご
宥
倣
し
た
る
ミ
ご
等
皆
、
知
る
こ
ご
が
出
来
た
o
而
し
1
彼
に
よ
れ
ば
、
文
明
固

に
於
り
る
大
多
数
り
人
氏
の
貧
窮
は
、
貨
に
此
等
り
諸
市
中
怖
が
清
ら
す
結
川
市
で
な
〈
て
は
な
ら
な
い
の
仰
で
吾
々

は
、
愈
よ
枇
命
政
策
乃
至
耐
品
目
改
治
に
札
制
す
る
彼
れ
の
提
案
H
有
〈
は
意
見
を
削
る
の
順
序
に
立
も
至
っ
た
詳
で
ゐ

)

)

)

 

る
が
、
忍
は
之
を
分
っ
て
、
一
肱
急
の
救
治
策
、
ニ
平
等
促
進
の
質
際
政
策
、
三
最
も
ヰ
踊
な
る
朕
抽
出
、
の
三
項

(

(

(

 

目
己
な
し
、
以
下
順
次
に
そ
の
説
明
を
な
す
で
あ
ら
う
。

第
二
、
感
Hd
の
救
治
山
県

ホ
l
u
y
の
政
策
的
主
張
の
最
も
桃
本
を
な
す
も
の
は
、
同
民
の
生
活
必
引
山
口
聞
の
増

産
ご
共
的
分
配
の
公
平
正
い
ふ
こ
ご
で
あ
っ
た
Q

併
し
乍
ら
ホ

1
F
は
、
彼
れ
の
生

3
τ
ゐ
た
時
代
に
英
凶
が
臆

I
悩
ま
さ
れ
た
‘
所
の
食
物

ω紘
一
之
ご
い
ふ
制
品
質
の
問
題
に
針
し
J
L
は
、
彼
れ
の
根
本
政
拍
車
卸
ち
「
橡
防
的
方
法
」

(
司
目
立
ロ
ロ
〈
O
B
o
p
o
ι
)
が
繰
ら
ゐ
、
に
先
に
っ
て
、
山
応
急
的
な
る
手
段
が
議
ゆ
ら
札
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
ご

を
、
看
過
し
な
か
っ
た
c

に
か
ら
彼
は
、
第
十
八
世
紀
の
末
よ
ち
第
十
九
世
紀
の
始
め
に
か
け
て
、
英
同
幽
が
採
用

せ
L
又
は
採
用
せ
ん
ご
せ
し
郁
々
な
る
食
糧
政
策
を
皐
げ
て
、
夫
々
に
吟
味
を
加
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
酬

謀者柿入

fbぽ， p. 72 • 

cf. ibid.， section XXXIV 

18) 

19) 

20) 



誌
の
第
一
は
、
食
糧
品
の
快
乏
を
純
一
蹴
せ
ん
古
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
は
、
ト
官
官
に
穀
物
量
の
増
加

を
闘
る
も
の
ご
、
斗
消
極
的
に
仇
存
の
穀
物
の
節

mT撲
な
る
も
の
と
に
分
れ
、
而
f
u
て
ト
の
方
法
は
、
夏
ら
山

村
外
国
よ
b
の
穀
帆
総
入
ご
、
川
ん
か
い
作
一
町
の
開
墾
ご
の
二
つ
に
な
る
o

ホ
ー
ル
が
主
ご

L
て
吟
味
し
た
の
は
、
ト

(

l

 

の
叶

z
コE
で
ゐ
る
o

urJ川、
却
も
食
絹
快
乏
の
際
に
共
有
地
を
新
穴
に
関
裂
す
る
ご
い
よ
方
法
に

M
V
て
は
、
ホ

1
5
1
之
を

共一肌

ω
W野
と
共
有
の
森
林
地
、

M
m
洋
地
ご
に
分
ハ
ノ
イ
J
t
n
(
汀
居
る
o

共
有
の
版
臨
時
は
常
時
多
〈
埜
聞
の
た
め
に

そ
は
コ
此
1
、
込
:
み
が
な
苫
れ
た
後
一
壬
な
け
れ
ば
、

使
用
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
彼
れ

ω巧
に
よ
れ
ば
、

似
ひ
之
を
農
耕

次
に
共
有
の
森
林
や
消
洋
地
に
は
.

に
使
っ
て
も
・
穀
物
の
琳
農
を

ghuこ
ど
は
山
来
な
心
γ

己
い
ふ
の
で
ゐ
る
o

少
し
の
勢
資
で
多
〈
の
穀
物
を
産
山

L
得
る
も
の
E
U
多
大
山
川
一
労
交
を
投
じ
な
け
れ
ば
結
果
の
来
ら
な
い
も
の
ご

が
在
る
が
、

前
者
は
紫
物
快
乏
の
際
に
在
も
に
開
銀
耕
作
き
る
べ
き
で
あ
る
、

併
[
後
者
は
、
「
氏
い
土
地
が
山
市
小

得
る
限
b
完
全
に
耕
さ
れ
畑
山
後
で
な
け
れ
ば
、
」
貴
重
な
る
第
働
を
之
に
加
へ
る
こ
ご
は
、

J
L
 

Z
ホ
1wF
は
論
じ
一
1
ゐ
る
o

甚

r不
利
盆
で
あ
る
、

ホ
1uF
は
次
の
如
き
二
候
件
を
摩
げ
て
ゐ
る
o

コ
の
方
治
、
郎
も
穀
物
の
節
加
に
つ
い
て
は
、

(一
u一
節
食
は
富
渚
の
み
が
賀
行
し
得
る
叉
賀
行
す
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
貧
民
は
節
す
ぺ
き
何
物
そ
も

t

w

M

 

l

・
-
:
、
ミ
ー
》
O

不
れ
む
し
力
C
一

一
円
バ
ン
の
節
別
よ
h
も
、
半
ろ
牛
肉
、
羊
肉
、
豚
肉
、
魚
類
、
チ

1
メ、

j

タ
等

ω節
用
を
し
な
け
れ

刷
、
食
料
畑
口
聞
の
依
乏
を
軽
減
す
る
こ
ど
は
出
来
泊
。
何
日
改
正
い
ム
に
、
官
者
が
節
約
し
得
る

2
は
、
仙
の

古市

設

チ
ヤ
ア
ル
ス
・
ホ
l
λ

の
凪
叫

第
二
寸
ご
岱

(
件
六
蹴

九
七
)

九
七
七

英国自主 l原野は、日時阪に その大部分計四巾5e咋てゐた t、それで

tI品:;Aits問JitL2721設立、慨す1221141c;lJill;JJ;
出た、とホ ルは言ってゐる。 cf.i/;itl.. p. 244 
例へげ Devonshire苧 Cornwallにそれがあるocf. ibul.， p. 245・

:2f 2U泌d話F;f;r? z ;r1f5 五詰f包L1mYn叩1
閥に於て I叩795勾年z頃に Dietl日ミef，白0'口m 白也叫n到週が起ワたが、 それは貧民に~j[ き
を咽ふるも凶であった Lめ、失肱に師Lたといふ乙とてある。

21) 

22) 
23) 
24) 

「広



Z 
L、

っ
て
も
良
い
力道

ら
で
あ
る
025) :h. 
F、

(
M
L
V

穴
抗

=置

第
二
十
二
各

目出

チ
ヤ
ア
ル
ス
・
ホ
ー
ル
白
血
怨

九

t
入

議
物
の
節
約
に
比
す
れ
ば
殆
刊
と
無
仁
等
し
い
、

ホ
ー
ル
は
、
第
一
の
食
縮
政
策
に
つ
い
て
大
略
右
の
如
、
さ
批
判
を
加
ヘ
た
る
筏
に
、
之
に
附
言
し
て
日
〈
、
か

、
る
方
法
は
、
「
そ
が
賀
行
3
れ
た
限
hJ
仁
於

τは
、
確
mr
に
貧
民
の
囚
窮
の
農
の
緩
和
で
は
あ
っ
た
o

併
し
悲
し

い
哉
!
?
ぞ
は
緩
和
以
上
に
は
出
で
な
か
っ
た
。
」

皆
川
英
凶
で
採
用
し
又
は
採
用
せ
ん
さ

L
た
食
糧
政
策
の
第
一
一
は
‘
穀
物
の
強
制
廉
責
ピ
貧
民
救
助
正
で
あ

る
o

然

L
此
等
の
方
訟
に
謝
し
て
、
ホ
ー
ル
は
、
そ
が
徒
巳
に
農
業
者
(
地
主
よ
り
土
地
を
情
ち
て
、
農
業
材
育
働

者
を
し
て
そ
れ
を
耕
作
せ
し
む
る
ご
噂
】
ろ
の
農
業
企
業
者
ご
い
I

ふ
)
の
み
を
苦
し
め
る
粕
川
市
ご
な
る
二
ご
を
理
由

η
 

正
し
て
、
反
謝
意
見
を
も
っ
て
ゐ
託
。

而
し
て
彼
れ
の
考
じ
よ
れ
ば
、
食
猫
H
聞
が
快
之
せ
る
際
に
は
、
丁
皮
航
恥
中
の
加
で
食
糧
が
足
ら
な
〈
な
っ
た

時
仁
船
長
が
食
物
の
不
十
分
な
る
限
量
を
船
員
じ
肌
(
へ
て
弧
制
的
に
そ
れ
に
り
で
揃
足
そ
し
む
る
よ
F

フ
仁
、
闘
民

一
般
に
或
る
限
量
の
食
物
を
配
給
す
る
の
外
な
い
の
で
ゐ
る
o

そ
の
際
に
「
一
園
内
の
穀
物
の
存
在
量
を
成
る
手

段
で
知
る
こ
ご
が
出
来
れ
ば
|
|
舶
の
上
で
は
そ
れ
が
出
来
る

1
i、
配
給
量
を
よ
り
正
確
に
定
め
得
る
わ
け
で

ゐ
る
が
、
併
L
吾
々
の
凡

τが
知
っ
て
居
る
如
〈
、
そ
れ
は
知
。
待
ら
れ
な
い
V

か
ら
、
最
良
の
手
段
は
附
倒
椛
を

H

安
ど
し
て
そ
れ
を
雄
知
す
る
ご

ν
ふ
や
h
か
た
で
あ
る
・
:
:
:
。
」

之

を

要

す

る

に

、

一

八

O
O
年
を
小
心
に
し
て
そ
の
前
後
に
英
図
一
℃
企
て
ら
れ
た
る
食
脳
問
題
に

謝
す
る
救
治
策
は
、
山
出
品
芯
手
嘗
ご
し
て
夫
々
何
等
か
の
致
川
市
が
ゐ
っ
た
こ
ご
を
、
認
め
な
い
の
で
は
な
い
が
、
併

し
彼
が
此
等
を
以
て
満
足
し
得
な
か
っ
柁
こ
ピ
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
ら
ば
彼
は
、
文
明
闘
の
加
疾
た
る
貧

均三

Pレ

は

cf. ibid.. pp. 235-238. 
f山d.，p. 238. 
cf. ihid.. pp. 239-240 
fbul.， pp. 242-243 
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の
一
議
病
を
諌
防
す
ぐ
く
、
如
何
な
る
質
際
的
提
案
を
な
し
た
か
い
v
、
次
の
問
題
で
ゐ
る
。

身
脚
上
の
総
て
の
幾
化
は
、

第
三
、

平
等
促
進
の
質
際
政
策

「
昔
の
勝
者
が
、

政
治
的
構
3ζi 

Jコ
い似
てひ
はそ
主草 均支

の rm
I吊似
1: で

i'Iゐ

会つ
よ、 τ

h、も

!討-f!相1
必次
要的
でで
あな
らけ
うれ
、Ii'
な
ら
な

、

ご
言
っ
て
居
る
。
リリ
A
ゆ
i

。、
1
t
 

も
が
、

ピ
出
ム
o

急
い
で
無
分
別
に
強
ひ
刷
用
を
別
ふ
ご
、
大
同
乱
己
又
時
ご
し
て
は
い
仰
墜
さ
へ

ω
 

九月帥肌
M
A
ぴ
政
治
的
仇
治
の
同
者
の
中
に
後
生
[
易
い
ぶ
か
〈
の
如
く
ホ
|
ル
は
、
世
の
改
治
に
つ
い
て
は

一
肱
漸
進
主
義
を
主
張
し
た
。

併
し
彼
は
、
「
注
意
し
て
巧
み
に
投
じ
さ
へ
す
れ
ば

μ引
い
楽
で
も
%
に
九
月
慨
を
害

州
制
駿
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
る
、
が
放
に
、

彼
カヲ

「
文
明
此
合
の
病
気
を
総
す
べ
〈

す
る
込
は
限
ら
な
い
守
」
正
が
、

提
供
す
る
山
市
は
強
力
で
あ
る

L
、
又
こ
の
場
合
に
は
強
力
で
あ
る
-
=
土
佐
必
要
炉
心
す
る
で
あ
ら
う
L

が
、
品
川
[
そ

は
決
し
て
「
危
険
な
も

ω
で
は
な
い
」
か
ら
、

そ
れ
を
泊
Jll 
し
て
も
明差
か支

にな
なき
L こ
ずc ~ 

ゐを
る主
。hmd民
L 
Jノ、
必
す
仁
も
ん
町
川

仁
漸
進
主
義
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
裂
の
な
い
唱
】
ご
を
、

然
ら
ば
そ
の
投
染
者
以
誰
で
ゐ
る
べ
き
か
己
レ
ふ
に
、

ホ
1
Y
に
よ
れ
ば
、

貧
民
階
級
に
崩
す
る
者
は

「
泌
ら

〈
冷
崎
町
で
ゐ
!
り
且
つ
中
山
川
を
得
る
-
」
己
が
山
来
な
い
で
め
ら
う

L
、
」
そ
れ
か
ご
い
っ
て
公
-hT
無
私
な
る
中
立
の
川
ハ

U
4
 

bι

符
る
ニ
ご
は
悶
難
で
め
る
か
ら
、
そ
は
ん
訓
4

ん
「
臼
者
自
身
」
の
中
か
ら
越
ま
る
べ
さ
一
じ
ゐ
る
、
ご
い
ふ

ω
で
わ
る
。

さ
て
次
に
彼
れ
の
所
前
「
蹴
い
山
市
」
り
一
内
容
を
見
る
に
、
そ
は
、
一
不
平
等
燐
止

ωた
め
の
臨
端
正
、
に
不
平
等
の

(

(

 

怒
い
粕
川
市
を
防
止
す
る
た
め

ω抽
出
正
の
二
色
に
分
れ
る
。
前
者
の
質
問
は
長
子
相
松
制
度
の
厳
止
で
あ
h
、
後
者

の
そ
れ
は
4
4
俗
的
製
詑
栄
の
峰
山
止
ボ
引
く
は
抑
制
で
あ
る
o

(ー)
長
子
キH
t:ii 
11:IJ 
l主
U) 

Jif 
Jr二

ホ
1
戸
の
一
』
の
提
案
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
主
子
L
て
土
地
防
磁
の
不
-hT
等
な

カ
九
)

I

J

L

 

4

ノィ‘
J

J

チ
ヤ
ア
ル
ス
・
凶

1
1
w
の
川
品
川
叫

佑
二
十
二
巷

(銘
J

ハ脱

主f占
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な
h
t
考
へ
た
が
、
彼
れ
の
主
張
せ
る
さ
】
ろ
に
よ
れ
ば
、
此
等
は
左
切
四
つ
の
特
長
を
有
う
て
ゐ
る
。
仰
も
告

は
、
第
一
に
「
安
全
で
ゐ
h
、
手
引
的
で
ゐ
り
、

H
つ
立
憲
的
で
ゐ
る
ひ
」
第
二
に
「
必
要
仁
肱
じ
て
徐
々
な
る
程

度
に
採
則
さ
れ
る
こ
己
が
山
来
る

J
夏
ら
に
第
三
に
つ
泊
め
る
人
の
欲
望
の
充
足
を
少
L
も
減
少
す
る
こ
ご
な
[

に
、
(
例
へ
ば
、
彼
等
が
こ
れ
ま
で
使
用
[
て
ゐ
た
資
伴
な
深
い
低
い
梢
子
の
一
代
り
に
賀
川
的
な
浅
い
向
い
椅
子
を

朋
ム
る
よ
う
に
な
っ
た
ご

L
て
も
、
座
る
己
い
ふ
欲
望
の
充
足
は
少
し
も
減
少
一
苫
れ
な
い
、
の

LU--川
辺
)
、
食

ロ

民
の
窮
迫
を
緩
和

I
、
貧
民
仁
川
川
山
地
を
持
も
来
す
で
あ
ら
う
ひ
」
而
し
て
札
以
後
に
、
総
て

ω
進
歩
せ
る
科
阜
の
原
理

司
令
は
「
単
純
且
つ
術
短
L
で
あ
る
か
ら
、
一
府
救
泊
策
己
し
て
切
貨
で
あ

る司。
。.I~)命

題
カf

至
純
簡
砂1
で
あ
る

よ
う

ド

1
片
が
提
案
し
た
所

ω、
H
T
等
促
準
の
W
H
際
政
策
n
A
ぴ
批
(
の
H
K
所
(
ピ
彼
が
考
ふ
る
所
川
町
、
も

ω)は
凡
号
以
上

の
泌
ム
リ
で
ゐ
る
が
、
之
に
よ
っ
て
似
れ
ば
、
話
々
は
、
彼
が
硝
t
進
歩
せ
る
枇
品
目
政
策
論
者
に
過
ぎ
な
か
っ
ロ
こ

子
炉
、
如
り
得
る

ω
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
仲
同
意
す
べ
き
は
、
ホ

1UFω
家
出
に
か
、
る
質
際
政
策
は
斯
〈
の
如
〈

(
彼
れ
の
此
合
批
判
が
可
な
わ
峻
烈
で
あ
る
に
も
似
す
)
極
め

τ微
減
的
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
然
し
そ
れ
で

満
足

L
て
筆
を
そ
れ
以
上
仁
進
め
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
、
ご
い
ふ
こ
ど
で
あ
る
o

彼
は
其
の
著
者
の
第
三
十
七

節
以
下
に
於

τ、
か
の
ゴ
ド
ヰ
y
、
.
へ
イ
ン
、

1

ペ
ン
ス
等
さ
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
理
想
ど
す
る
平
等
航
曾
の
原

則
並
び
に
其
の
質
現

ω可
能
性
よ
就
一
1
、
斜
泌
を
試
み
て
ゐ
る
の
で
わ
る
。

第
四
、
『
最
も
誌
な
る
状
態
山
一
官
り
品
も
幸
一
酬
な
る
航
路
を
抽
象
的
に
言
ふ
な
ら
ば
、
そ
は
各
人
が

。

「
活
動
、
快
楽
・
及
び
安
息
、
計
〈
は
安
易
」
を
夫
々
油
川
市
な
る
程
度
に
有
も
得
る
そ
の
欣
践
を
指
ず
の
で
あ
っ

(
銘
六
批
一

O
一)

jι 

A 

d!> 
品πu

鍛

チ
ヤ
ア
ル
ス
・
ホ

I
L
F
の
mm怯

第
二
十
ニ
谷

/百id..p. 2T9 
I~id.! J? 219 
cf. ibid.， p: 220 
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議

(
品
川
市
山
ハ
焼
一

O
ニ)

て
、
こ
は
飢
に
と

λ
1
ム
H
A

ぴ
北
(
仙
の
人
が
説
い
た
泌
!
り
で
あ
る
、
ご
中

1
Y
は
い
ふ
O

た
uv

併
し
乍
ら
彼
は
、

か
〈
言
っ
た
直
「
そ
の
弐
に
、
ヒ
ュ

1
ム
等
が
「
此
等
の
事
例
は
文
明
諸
国
の
人
民
一
般
に
よ
っ
て
(
現
に
〕
享
受

苫
れ
つ
、
ゐ
る
ご
考
へ
る
の
は
、
全
然
決
っ
て
居

aou」
ご
附
け
加
ヘ
ゲ
る
を
得
な
か
っ
た
。
今
日
は
少
数
の
人
々

に
よ
っ

τ「
伏
幾
三
安
息
若
〈
は
安
易
」
は
『
排
他
的
に
享
楽
さ
れ
て
ゐ
る
が
よ
併
L
彼
等
に
は
「
活
動
」
が
な
〈
、

叉
仙
の
多
〈
の
人
々
に
は
「
骨
の
折
れ
る
活
動
」
が
一
品
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
併
し
彼
等
に
は
「
快
楽
ピ
安
易
」
が
殆
ど

な
い
、
ご
い
ふ
行
総
に
な
っ
て
ゐ
る
o

聞
し
て
各
別
の
人
々
に
よ
っ
て
享
受
苫
れ

τゐ
る
「
快
楽
ご
安
息
』
並
び
に

『
活
動
」
は
、
夫
々
遡
皮
を
越
え
て
ゐ
る
臥
「
併
し
乍
ら
、
ヒ
ュ

1

ム
の
県
げ
た
此
等
の
詩
成
索
の
(
趨
笠
な
る
〕
比

例
及
び
泌
合
は
、
ぞ
れ
を
取
得
す
る
の
手
段
を
受
け
入
れ
る
打
け
の
智
能
ご
正
義
ご
を
有
つ
仁
田
川
る
な
ら
ば
.
如

何
な
る
文
明
凶
に
よ
っ
て
も
逢
成
し
得
ら
れ
る
・
ご
私
(
ホ
!
と
は
川
山
ふ

J

自首

テ
ヤ
ア
ル
ス
-
h
I
ル
の
思
怨

第
二
十
二
巻

一1r.
J、

然
ら
は
之
を
取
得
す
る
た
め
の
原
則
ご
し
て
、
ホ

1
Y
は
如
何
な
る
例
記
案
を
な
し
た
が
。

立
(
の
第
一
は
、
「
各
人
は
彼
れ
の
・
米
族
に
Z
っ
て
必
要
な
る
ピ
け
の
分
泣
の
勢
働
の
み
を
な
す
ぺ
き
で
あ
る
正
い

ふ
こ
ご
」
で
あ
bJ
、

北
(
の
第
ニ
は
、
「
彼
は
彼
れ
の
勢
働
の
金
川
市
民
を
享
受
す
ぺ
、
き
で
あ
る
ご
い
ふ
一
】
ピ
レ
で
あ
る
o

先
づ
第
一
の
瓜
則
に
つ
い
て
抽
同
県
な
説
明
を
加
へ
る
で
あ
ら
う
o

各
人
守
し
て
北
(
の
，
家
族
の
生
弁
の
た
め
に
必

要
な
る
に
け
の
勢
仙
を
な

3
L
め
る
、
ご
い
ふ
こ
ど
は
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
一
各
人
に
労
働
4

管
制
附
す
る
ご
い
ふ
こ

ご
、
、
そ
し
て
こ
そ
の
労
働
は
7

ル
ク
ス
の
所
掛
必
要
努
倒
に
限
ら
る
べ
き
で
あ
る
(
帥
も
各
人
に
剰
除
勢
似
を

な
色
し
め
な
い
γ
)

ごい
Y

ふ
こ
さ
、
を
意
味
す
る
。
而
し
て
こ
の

H
的
を
質
現
す
る
た
め
に
以
、

ホ
1
w
の
言
っ
て

cf. ~るl(jι ， p. 259・
5撃者.dl人
.I~ùl! Pl). 259-:260 
cf. _ 2Nd. ~ p. -260. 
詩書面1I入
.I~l~. ， p. 361 
f占id.，p. 261 



居
る
よ
う
に
↓
一
同
民
に
属
す
る
総
て
の
土
地
の
白
川
然
的
所
有
者
た
る
」
「
人
民
の
集
合
健
郎
L
同
L

歪
が
、
共
の

何

土
地
を
各
家
族
に
公
卒
に
分
配
す
る
司
』
子
炉
』
要
す
る
の
み
な
ら
争
、
「
各
人
の
総

τの
制
捜
川
し
み
の
根
源
た
る
彼
れ
の

土
地
は
、
不
可
譲
た
る
〈
〈
、
又
彼
は
勿
論
そ
れ
を
奪
は
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
じ

ホ

1
2こ
の
窟
苦
且
て
、
彼
を
土
地
図
有
論
者
四
一
人
に
加
ふ
る
者
が
あ
る

J
Lな
が
ら
、
彼
を
斯
〈
看
倣
ナ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大

、、

な
る
疑
が
あ
る
と
思
ゐ
。
何
故
と
い
ふ
に
、
ホ
ー
ル
が
北
自
著
『
文
明
の
諸
脳
挫
』
の
第
一
一
十
八
節
ー
ー
そ
の
題
名
は
、
『
財
産
自
上
り
平
静
な
〉
る
恥

麗
を
採
川

L
1
つ
維
持
す
る
こ
と
は
、
そ
の
…
山
行
出
可
能
な
り
や
、
』
と
い
ふ
白
で
あ
る

l
lに
川
町
て
出
ペ
て
肘
る
中
制
は
、
鵡
約
型
古
山
諸
竹
川
に
4
A
H

い
て
あ
る
よ
う
な
、
又
制
大
附
氏
が
県
的
地
闘
の
叫
初
よ
り
五
百
年
間
以

l
に

EhJ
℃
山
同
行
し
た
よ
う
な
、
又
ヌ
ペ
ル
タ
人
宇
ベ
ア
ラ
グ
イ
白
ヂ
エ

ス
イ
ト
教
徒
が
試
hm
た
よ
う
な
、
土
地
目
平
等
所
引
制
民
が
、
英
同
に
於
て
も
必
ず
し
も
抗
行
が
山
掃
な
〈
は
な
い
、
と
い
FA
こ
と
を
、
た
い
h

蜘
宇

的
に
誼
明

T
l
T彼
は
そ
の
賀
行
方
法
に
つ
い
て
は
例
年
言
及

rる
と
ζ

ろ
が
な
い

1
2心
も
の
に
描
ず
な
い
白
で
あ
っ
て
、
械
は
決

L
て
絹
紬
的
に
土
地
白
岡
有
H
A
び
兆
四
平
等
分
肥
由
貿
行
を
全
訓
し
て
は
ゐ
な
か
っ
た
か
ら
て
あ
る
。

ホ

1
Y
の
「
最
も
辛
緬
な

次
に
第
二
の
原
則
的
も
労
働
会
牧
の
主
張
は
、
前
に
遁
ぺ
た
第
一
の
原
則
ご
共
に
、

早
川
淑
態
」
を
質
現
す
る
た
め
に
は
、
品
附
〈
ぺ
か
ら
さ
る
も

ωで
あ
る
。
蓋

L
、
各
人
を
し
て
其
の
家
族
に
ご
っ
て

必
要
な
る
だ
り
の
崎
労
働
を
な
さ
し
む
る
ご
い
よ
こ
ご
は
、
毛
の
-
旧
北
而
に
、
各
ん
を
し
て
其
の
拙
労
働
の
全
果
貨
を
牧

得
せ
し
め
る
ぜ
い
ふ
、
』
子
炉
」
、
常
然
合
意
し
て
居
る
筈
で
あ
る
し
、
叉
そ
う
で
な
け
れ
ば
第
一
の
原
則
は
無
意
味

古
な
る
で
あ
ら
う
o

肉
ほ
こ
の
主
張
に
封

L
て
、
財
産

ω起
川
酬
を
拙
労
働
ご
勤
勉
ご
に
求
甘
る
事
者
の
側
よ
・
9
、
そ

は
財
産
の
不
卒
等
を
是
認
す
る
も
の
な
ら
ず
や
、
ご
の
抗
議
が
、
或
は
提
出
き
る
、
か
も
知
れ
な
い
。
が
併
L
ホ

l
p
は
、
阪
に
「
文
明
の
諸
影
響
」
の
第
六
十
八
頁
よ

b
第
六
十
九
頁
に
か
げ

τ
「
最
初
の
人
に
よ
っ
て
採
ら
へ
ら

れ
且
つ
貯
へ
ら
れ
忙
る
動
産
を
相
鎖
す
る
人
は
、
彼
れ
自
身
の
手
が
掠
ら
へ
た
も
の
で
彼
れ
自
身
が
消
費
し
な
い

目指

議

チ
ャ
ア
ル
ス
・
ホ
ー
ル
四
恩
孤

部
二
十
二
容

(
持
式
就
一

O
ご

丸
λ 

cf. ibid.， Section XXXVIII. pp. 277-278. t!，ほとの簡には、人日柑加白隠
土地の叫分配に就いて探るべき手段などが書かれてあるが、 ζ 込には之を省

〈。
/bJd.， p. 267 
A. Me'ng-er. 森戸民邦書事前掲wp. B6.I.， Gに.org-Adlel・ (Mchr~_el~t)eh問
~1;d"B~~i'(!~;efoñÍl iii Eiig:iaiid-inl 18. }itkrhLIndert und Charles HaIl. pp 
24-25)由如L γ 

DeuLchap Eh Lev.，CMp xxv Verse E0.，Ipsh l chap.XXII verse f 
Io品， p. 2日7に於て、 Hall はかり Eden白土地及u'家族統計をあげて、官
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論

議

テ
ヤ
ア
ル
ス
・
ホ
ー
ル
白
川
叫
組

第
二
十
二
容

へ
品
用
穴
枕
一

O
凹
)

九
八
四

ロ
め
に
彼
が
集
積
し
た
所
の
も
の
営
、
ぞ
れ
(
相
続
財
産
一
に
附
加
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。
し
か
し
語
花
山
人
々

が
悉
ぐ
勤
勉
な
佐
賀
を
も
っ
ご
い
ム
ニ
ご
は
、
決
し
て
越
ム
リ
得
な
い
か
ら
、
こ
の
集
積
は
決
じ
て
著
大
ご
な
る
一
}

ご
が
出
来
な
い
o

又
似
ひ
放
代
の
附
に
務
へ
ら
れ
た
る
動
産
が
、
悉
〈
或
る
特
定
の
人
々
の
手
に
集
積
百
れ
た
正

し
て

b
、
そ
れ
は
大
[
た
不
都
合
を
件
は
な
い
で
あ
ら
う
、
」
ご
言
っ
て
、
相
秘
ご
か
遺
胸
ご
か
い
ふ
制
度
が
あ
っ

た
に
し
ゐ
、
勢
働
金
牧
棋
を
認
め
る
-
-
ご
が
現
在
の
如
、
さ
不
乎
等
な
る
財
産
の
所
有
を
指
定
す
る
理
由
に
は
な
ら

な
い
よ
ど
を
、
切
か
に
な

L
て
ゐ
る
o

而
も
ホ

l
F
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
貧
民
枇
労
働
者
は
其
の
労
働
時
間
の
八
分

の
一
乃
至
十
分
の
一
'
し
か
自
分
等
の
た
め
に
働
レ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
お
し
柑
労
働
金
牧
の
維
利
が
訟
め
ら

る
、
な
ら
ば
、
貧
民
は
、
現
在
よ
り
も
ド
ぃ
豊
か
な
る
生
活
を
欲
す
る
に
し
て
も
、

1
i
否
欲
す
る
に
相
遣
な
い

が
、
ー
l
l彼
等
は
現
在
の
勢
働
時
聞
の
四
分
の
一
乃
至
三
分
の
一
に
け
働
け
ば
、
自
分
自
身
及
び
其
の
家
般
に
ご

っ
て
十
分
で
あ
ら
う
。
し
か
の
み
な
ら
す
、
必
要
な
る
(
別
言
す
れ
ば
者
修
的
な
ら
ゴ
る
)
工
業
円
川
の
生
産
に
川
ひ

ら
る
、
機
械
は
之
を
幾

L
吋
紅
〈
な
ら
ば
、
そ
れ
を
川
判
別
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
亦
幾
干
か
の
勢
倒
的
聞
の
節
約

が
な
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
日

斯
く
て
以
上
の
ニ
原
則
に
し
て
擁
立
せ
ら
れ
、
且
っ
そ
れ
に
必
要
な
る
諸
1
の
制
度
が
質
施
せ
ら
る
、
な
ら

ば
、
愛
に
甫
め
て
、
街
き
に
血
中
げ
た
「
活
動
、
快
楽
、
及
び
安
応
、
方
く
は
安
易
」
の
諸
要
素
が
悉
〈
各
人
の
生
活

の
刑
制
に
質
現
古
る
、
よ
う
に
な
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、
第
一
の
原
則
に
よ
っ
て
、
枇
曾
の
各
人
に
勢
働
却
も
「
活

動
」
が
誠
せ
ら
る
、
正
共
に
、
而
も
第
二
の
原
則
に
よ
っ

τ、
右
の
持
叩
聞
は
極
め
て
抑
制
微
な
も
の
ご
な
り
、
従
っ

て
各
人
は
、
彼
れ
の
活
動
時
聞
の
四
分
の
三
乃
至
三
分
の
こ
を
、
「
快
晶
玉
安
易
L
を
享
受
す
る
た
め
に
使
用
[
符

時一京税に 60 acres山f:l也が出U';';'iてnむる，ゐことを出べ、w:~_~に p. 30T固
に持て、五人の一説~~{ 3.5 acrC5の土地主 l甘安柴に止1SLUるに主るべ
きことを、手l.'7l1l命してん}Q 0 
訳者世
cf. i"bu[.， p. 263 
とLにいよ、快鰻心rJ'には、限側、 誕11~~; んの習仰3( 1士教義な P 出合まれて m
るこ止 l士、言」、まてもない。
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る
に
至
る
で
あ
ら
F

フ
か
ら
で
あ
る
、

叉
ー『

川f
を
得
1~ 
る
肢

障6)
ご

名
イf
ft 

ホ
ー
ル
の
理
想
郷
|
|
彼
は
之
を
「
最
も
幸
一
酬
な
る
mm態
L
Z
h
一斉ひ、

て
ゐ
る
ー
ー
は
か
く
て
山
来
上
っ
た
。

而
も
み
、
は
‘
彼
れ
の
一
百
ふ
己
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
決
し
て

一
時
的
の
も
の
で

+品、ふ「、

E
、

t
j
-

永
久
不
設
の
も
の
で
あ
る
o
「
市
民
創
作
の
現
在
の
朕
態
の
棋
に
は
、

安
定
を
見
出
す
・
』
ピ
が
山
来
な

い
O

E

医
者
の
最
高
位
に
あ
る
人
で
あ
っ

T
も
、
彼
れ
の
官
の
所
有
の
永
続
を
保
持
L
得
る
者
は
な
い
。

財

産

差

日
々
に
起
っ
て
ゐ
る
山
家
事
は
、

こ
の
こ

Z
を
雄
紳
に
物
語
っ
て
ゐ
る
で
は
な
い

カさす1('

二張
T tド1)
'. VL 
H 行

の l投
中¥¥it
JrIf等
を、

待
1'-
MR 
態

於
て
は

は
る
、

ω
恐
れ
が
な
〈
、

勿
b

k

)
仙
仰

p
t
、

苦
中
丘
刷
帆
V

力

-
Y
G
島
市

」、

ぜ
』

就
ザE

U) 

i1.11t 
ず E

の
守干
力支
男ム
β 1tl! 
JK人

主5
すっ
る r

T役
"'よら b 
己崎〉イ宇

戒
る
人
が
有
っ
て
居
る
も
の
は
、

か
ら
、

貧
富

ω差
及
び
ぞ
れ
よ
力
生
中
る
総
て
の
弊
害
が
跡
を
紹
も
、

平
和
が
永
久
に
持
ち
縦
り
ら
る
、
で
あ
ら

フ。

結

一
枇
曾
主
義
思
想
史
上
に
於
け
る
ホ

l
ル
の
地
位

こ
、
に
用

ο口
一
肌
合
主
義
思
怨
史
記
い
ふ
言
葉
は
、
秘
め
て
陪
聞
い
意
味
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
之
を
反
資
本
主
義
思

想
史
ご
名
付
り
に
方
が

U
V泊
切
で
あ
る
が
、
こ
の
後
の
訴
は
木
ピ
一
般
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
な
い
よ
う
で
あ
る
か

ら
、
忍
は
巳
む
な
〈
前

ω言
葉
を
便
宜
使
用
L
た
の
で
あ
る
o

以
下
花
は
、
右
の
意
杭
に
於
一
げ
る
英
倒
批
曾
主
義

思
想
史
上
に
於
け
る
出

115地
位
争
¥
付
彼
れ

ω山
代
"
と
物
件
れ

ω思
想
の
特
徴
、
仁
彼
れ
の
先
駆
者
て
彼
れ
の

忠
砲
の
影
響
、
の
二
項
に
要
約
し
て
、
述
べ
て
見
党
レ
ご
思
ム
。

諭

車I

チ
ヤ
ア
ル
ス
・
ホ
l

ル
由
思
組

第
二
寸
二
番

(
A
F
式
就
一

C
玉
)

ーλ
E
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論

議

チ
セ
ア
ル
ス
・
ホ
ー
ル
白
峰
租

第
二
十
二
谷

円
鉱
山
内
規

一O
六
)

九
凡
六

十

円

ホ

l
y
の
時
代
=
彼
れ
の
思
想
の
特
徴

諸
影
響
」
の
研
究
の
釣
象
は
、
「
欧
洲
諸
闘
に
於
け
る
人
民
』
で
は
な
〈
て
、
寧
ゐ
英
闘
に
於
け
る
人
民
で
あ
る
、

ご
言
っ
た
方
が
よ
り
訓
切
で
ゐ
る
υ

何
故
ご
い
ふ
に
、
彼
が
挫
お
正
し
て
「
文
明
の
諮
問
版
刷
芭
を
自
身
で
目
蜘
申
し
た

の
は
、
イ
Y

グ
ラ
ン
ド
ド
旧
西
部
の
或
る
町
の
人
民
の
生
活
に
及
ぼ
し
た
そ
れ
で
ゐ
っ
た
、
ご
い
ム
特
殊
的
事
封
ど

共
に
、
農
工
商
に
従
事
せ
る
貧
民
叫
労
働
者
の
悲
惨
な
る
状
態
、
及
び
農
業
よ
b
商
工
業
へ
の
勢
働
の
移
動
等
の
事

柄
は
、
主

E
L
τ
第
十
九
佐
紀
の
始
め
に
於
け
る
英
凶
1
i産
業
革
命
進
行
の
途
上
に
あ

h
t英
岡

!
lの
縦
験

せ
る
さ
こ
ん
で
め
っ
た
、
ご
い
ふ
一
般
的
事
，
R
を
五
日
々
は
感
げ
得
る
か
ら
で
あ
る
。

前
に
も
二
百
九
出
窓
し

τむ
い
た
よ
う
に
、

ホ

1
N
ω

「
文
明
の

第
十
人
陛
組
の
筏
宇
よ
り
第
十
九
世
紀
に
か
げ
て
の
英
凶
に
於
り
る
産
業
組
織
の
製
革
を
、
吾
々
は
総
和
し
て

産
業
革
命
ご
い
ふ
が
、
詳
し
〈
考
へ
れ
ば
、
そ
れ
は
農
業
革
命
ご
商
工
業
革
命
ご
の
二
つ
に
分
れ
る
、
ご
割
払
は
思

ム
o

農
業
革
命
正
は
、
右

ω時
代
に
於
て
行
は
れ
た
る
英
闘
の
一
最
後
の
立
法
的
国
込
運
動
(
英
闘
で
の
土
地
凶
込

運
動
は
般
に
第
十
六
世
紀
の
頃
よ
り
あ
っ
た
が
、
愛
に
問
題
一
C

し
て
ゐ
る
時
代
の
該
運
動
は
、
そ
が
議
命
日
の
協
交

に
よ
っ
て
立
法
的
に
、
別
言
す
“
ば
凶
家
的
問
題
正
し
て
、
取
扱
は
れ
た
ぜ
い
ふ
鮎
に
、
特
色
を
も
っ
て
居
る
の

で
あ
る
)
の
結
果
、
土
地
が
共
布
地
制
度

(
n
o
E自
S
2
8
3
出
巳
骨

ω
宮
内
命
日
)
よ
b
大
地
主
制
度
に
な
h

、

P
E
3
5稗
す
る
農
業
企
業
者
ご
農
業
労
働
者
ご
が
全
般
的
仁
出
現
す
る
に
至
っ
た
事
怖
を
指
し
、
而
し
て
尚
工

業
革
命
正
は
、
機
械
の
馳
証
明
ゃ
、
交
通
機
関
、
金
融
制
度
等
の
俊
逗
に
伴
ひ
、
商
工
業
に
於
け
る
大
経
轡
組
織
、

大
資
本
家
、

H
A

ぴ
興
、
再
開
労
働
者
の
後
生
棺
加
せ
る
事
件
加
を
総
税
す
る
。
而
し
て
此
等
の
革
命
に
共
過
な
る
特
徴

は
、
言
ふ
ま
で
も
な
〈
資
本
主
義
的
精
榊

ω勃
山
県
で
あ
る
o

此
等

ω一
紘
一
革
が
英
闘
を
し
て
第
十
九
世
紀
を
通
じ
て



義
忠
同
四
の
初
期
の
歴
史
に
貢
献
せ
る
人
々

ω
右
日
貼
は
、
貨
に
ニ
の
犠
牲
者
迩
で
ゐ
っ
た
の
で
ゐ
る
o

今
守
】
、
に

世
界
に
萌
を
唱
へ
し

U
る
に
至
、
り
た
る
有
力
な
原
悶
で
ゐ
っ
た
一
】
ご
は
、

が
、
併
し
こ
の
初
業
の
一
一
英
而
に
幾
多
の
犠
牲
が
ゐ
っ
た
こ
ご
を
忘
れ

τは
な
ら
な
い
。

周
知
の
事
賞
で
最
早
説
明
を
裂
し
な
い

英
凶
に
於
け
る
反
資
本
主

そ
れ
等
の
思
鶴
家

ω名
ef

々
摩
げ
る
必
要
は
な
い
が
、

若
し
も
或
る
以
準
よ
り
し
工
彼
等
合
大
別
す
る
ご
す
れ

ば
、
そ
れ
は
次
の
如
く
表
は
し
得
る
正
、

一

主

ご

し

τ土
地

ω凶
込
運
動
の
思
い
給
川
市
に
若
服
し
て
、

(
 
ば
ト
マ
ス
・
ス
ベ
ン
λ

、
キ
w
ノ
ア
ム
・
オ
グ
ル
J

ツ
ィ
。

斗
仰
山
刷
阿
革
命
の
思
惣
に
影
響
さ
れ
て
枇
什
主
義
的
思
想
を
後
去
し
た
る
人
々
|
|
例
へ
ば
ト

7

1

・
4
1

y

、

私
は
思
う
て
ゐ
る
。

土
地
制
度
の
改
革
を
稀
へ
た
る
人
々
ー
|
|
例
へ

キ
リ
ヤ
ム

-
ゴ
ト
キ

y
o

引
J

主

t
L
τ
工
業
革
命
の
惑
い
結
果
に
著
日
し
て
、
資
本
主
義
制
度
に
若
く
は
制
人
主
義
純
情
準
に
反
品
目
し

た
る
人
々
-
|
|
例
へ
ば
ロ
バ
ア
ト
・
オ
ヲ
エ
三

H
A
ぴ
通
常
9
月
ア
J

ア
イ
ア
ン
・

y
ウ
'
V
ャ

yλ
ヅ
ご
名
付
け

民
ら
工
ホ

1
v
は

6
0洗
い
に
幽
す
る
か
己
い
ふ
に
、

1

i

:

'

i

A

t

l

i

-

:

;

 

マh
+品
、

1
t
 一彼
1i 五?
に(ニ)
1;1. 1こ
土は
I出 J昂
のせ
図 5
込る
辿も
1liJJ f而
のも
結(ー)
)I! ~ 
己(三~
L ぜ
ての
農中

ら
れ
て
居
る
者
。

問
り
地
位
を
占

U
る
も

ωで
の
る
、
正
考
へ
わ
い
い
o

仰
ら
彼
は
、

業
労
働
者
の
生
活
が
安
定
を
夫
ひ
且
つ
悲
惨
に
な
っ
た
司
}
=
を
挙
資
に
よ
っ
て
知
る
ご
共
に
、
他
方
に
は
亦
工
業

革
命
の
結
川
本
ご
し
て
工
場
労
働
者
な
る
新
し
い
一
貧
民
階
級
に
脱
す
る
者

ω生
活
が
無
智
己
食
婦
に
拍
車
は
れ
て
居

る
己
い
ふ
事
-wH
を
も
目
撃
し
て
、
銭
に
両
方
而
よ
b
凱
た
る
新
経
済
組
織
の
依
附
を
減
得
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
批

論

議

チ
ヤ
ア
ル
ス
・
ホ
ー
ル
白
思
想

第
二
寸
二
容

(
熱
心
ハ
扱

一O
七
)

九
凡
七



i直

(
第
六
抽
出
一

O
入
)

目面

ナ
ヤ
ア
ル
ス
・
ホ
ー
ル
心
思
想

第
二
十
二
巻

L
1
1
ヘ

j

d

 

判
し
且
つ
改
革
せ
ん
ご
企
て
た
人
な
の
で
あ
る
c

だ
か
ら
彼
は
、
第
十
入
社
紹
の
終
り
に
出
た
ス
ベ
ン
エ
や
オ
グ

七
グ
ィ
の
如
話
、
土
地
制
度
の
改
革
り
み
を
主
張
せ
る
論
者
が
、
資
本
の
問
題
を
除
外
せ
る
こ
正
仁
封
し
て
は
、

攻
撃
を
加
へ

τ居
る
の
で
あ
る
o

こ
の
-
』
ご
は
、
ペ

1
ア
氏
の
若
京
共
同
四
川
合
主
義
史
」
に
紹
介
古
れ
て
ゐ
る
ど
こ

ホ
ー
ル
ピ
λ

ペ
ン
ス
ご
め
文
通
(
そ
れ
は
、
大
英
博
物
館
の
フ
ラ
ン
V

1

・
プ
レ

4

1

蒐
集
柿
り
山
中
に
牧

己
の
こ
ど
で
あ
る
)
を
見
れ
ば
、
切
か
で
ゐ
る
。
今
べ

l
ア
氏
の
前
掲
書
の
一
加
を
諜
出
す
れ

、，)、

F
一4
め
ら
れ
て
尉
る
、

ば
、
左
の
如
〈
で
め
る
υ

「ホ

1
戸
め
古
物
は
評
判
が
恐
か
っ
た
、
郎
も
そ
れ
を
紛
介
又
は
評
論
す
る
伯
打
ゐ
h
ノ
ご
認
め
た
る
少
数
の
雑
誌

じ
よ
っ
て
、
そ
は
自
家
描
右
の
論
で
ゐ
る
己
評
せ
ら
れ
た
。
此
等
小
り
詳
論
の
唯
一
つ
の
結
果
は
、
そ
が
ト

7
?

1

ペ
ン
ス
の
盟
主
芯
い
て
ホ

1
Z」彼
れ
の
同
七

Z
h
t考
へ
し
む
る
仁
至
っ
た
-
」
正
で
あ
る
。
彼
(
ス
ペ

ω
 

ン
λ

)

は
、
彼
(
ホ

1
W
)
に
そ
の
「
ユ
ク
カ
ス
ル
講
泌
」
及
び
他
の
小
川
子
を
贈
っ
て
、
彼
れ
の
立
昆
を
求
め

た
。
ホ

1
庁
は
、
最
初
は
た

v
、
町
時
a

な
平
凡
な
挨
拶
を
少
し
ば
か
り
返
し
た
N
V

け
で
あ
っ
た
が
、
併
し
筏
仁

一
腰
々
忌
仰
な
き
意
見
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
ホ

l
y
は
、
ス
ペ
ン
λ

の
計
制
は
資
本
ご
賃
労
働
ピ
的
問
旭
を
附

却
し
て
ゐ
る
か
ら
値
打
が
少
い
、
己
言
っ
て
遣
っ
た
。
又
、
資
本
家
制
度
は
甚
江
後
雑
し

τゐ
て
且
つ
甚

r有

害
な
る
組
織
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
M
H
補
綴
し
得
る
も
の
で
は
な
い
、
そ
は
全
然
厳
北
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

ごい
I

ふ
意
味
の
-
』
ご
を
も
書
い
た
c
」

是
れ
に
山
て
弘
明
か
な
る
如
〈
、

ノレ

t主、
1

ペ
ン
ス
の
主
政

L
た
よ
う
な
土
地
公
有
論
は
仰
の
字
面
を
[

か
見
て
ゐ
な
い
も
の
で
ゐ
っ
て
、

到
底
不
揃
足
た
る
を
出
品
れ
な
い
、

術
は
加
の
他
の
午
両
た
る
商
工
業
革
命
が
前
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ら
し
た
所
の
資
本
仁
謝
す
る
賃
帥
労
働
の
隷
厨
闘
係
を
も
、
底
止
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ご
考
へ

τゐ
た
の

で
あ
る
o

然
し
乍
ち
亦
七
l
y
は
、
土
地
問
題
に
も
非
情
な
重
要
苫
を
認
め
て
ゐ
た
の
で
あ
っ

τ、
-
一
の
貼
に
於

て
は
、
彼
は
前
に
三

t
L
て
悲
げ
た
ど
守
」
ろ
の
、
彼
れ
以
後
の
反
資
本
主
義
m語
家
芯
1

1
彼
等
は
主
ご
し
て
資

本
ご
賃
崎
労
働
者
〈
は
利
潤
正
一
労
賃
ピ
の
問
題
を
恥
扱
っ
た
|
|
己
も
、
思
必
上
に
可
な
h
の
wmu--犯
が
あ
る
の
で
ゐ

る
O 

)

)

 

ホ

1
w
を
上
越
の
如
く
一
正
三
己
の
山
中
川
に
位
す
る
必
想
家
な
り
、

(

)

 

五
日
々
の
設
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
納
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
は
、
一
士
地
に
闘
L
て
は
長
子
相
純
制

度
の
廃
止
を
、
二
資
本
に
闘
し
て
は
法
体
又
は
杭
枇
仁
よ
る
者
修
的
製
池
業
の
祭
ι
1
1
引
く
は
抑
制
を
提
附
し
て
、

産
業
革
命
の
粕
川
市
殺
生
し
た
る
経
済
組
織
を
改
革
せ
ん
己
企
て
た
の
で
ゐ
る
が
、

是
れ
な
が
、

ご
い
ふ
所
以
で
あ
る
c
ヲ
」

u一

令
J

而
も
此
等

ω
政
策
的
校
本
に

は
、
農
業
を
以
て

一
回
の
品
4
4山
一
嬰
な
る
産
業
で
あ
る
ピ
宥
倣
さ
ん
古
す
る
の
傾
向
}
計
十
一
採
が
若
切
で
め
ら
、

H

野
ほ
ど
文
明
己
の
中
間
に
位
す
る
も
の
で
ゐ
つ

τ、
共
虎
で

つ
彼
れ

ω理
組
郷
た
る
「
中
府
を
得
た
る
状
態
「
』
は
、

は
土
地
の
闘
有
及
び
そ
の
A
・
等
分
配
が
賀
行
苫
る
、
こ
己
が
却
像
苫
れ

τあ
る
、
等
の
こ
ご
を
考
へ
併
せ
る
な
ら

ば
、
彼
は
一
ご
三
こ
の
中
間
に
位
し
っ
、
も
仰
は
一
に
よ
h
近
き
思
怨
山
部
で
あ
っ
た
、

い
、
ご
い
ふ
-
』
己
で
ゐ
る
。
『
英
同
土
地
改
革
説
の
脈
史
」
な
る
著
古
に
於
て
J

苦
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
イ
プ
ク
ク
月
一
炉
、
「
市

1
ケ
ピ
焼

業
副|
合

義
者
sII 
も
狭
義

於
け
ごる

主:1:
ijJミ J¥!J
[叫改

つ革、ili命
も者

;J) 

る
b. 

ご
な
す
ア
ン
ト
ン
・
メ
V

ガ
ア
や
グ
オ
U
F

グ
・
ア

ド
ラ
ア
等
の
設
を
疋
し
〈
な
い
ι
、

向
ほ
ホ
ー
ル
4
M
j
d

底
義
に
於
け
る
共
闘
土
地
改
革
論
者
の

一
放
を
彼
れ
の
思
想

ω紹
介
に
蹴
げ
て
居
る
理
山
は
、

蓋
L
-
」
、
に
在
る
の
で
あ
ら
う
o

人
に
加
へ
て
、

第
二
十
二
容

一
品
六
抗
一

O
九
)

錠

論

F
ヤ
ア
ル
ス
・
ホ
ー
ル
の
思
想

九
入
九

Gcschichte dcr cnglisごhCI1 Bodenrcfonnthcorieη NichulIs. I-Ieinl'ich. 
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チ
ヤ
ア
ル
λ

・山
1

ル山川山組

な
は
ホ

1
七
炉
、
二
の
部
類
例
へ
ば
ゴ
ド
キ
ン
や
ベ
イ
y
の
如
く
仰
陥
商
革
命
に
直
接
影
響
せ
ら
れ
た
思
想
家

に
崩
し
な
レ
こ
己
は
、
「
文
明

ω治
影
響
」
り
中
に
同
革
命
及
び
作
品
(
の
主
義
主
張
に
闘
し
て
彼
が
筆
を
染
め
て
ゐ
な

い
こ
正
、
設
ぴ
に
第
十
九
肝
紀
に
入
り
て
よ
り
後
は
、
詳
し
く
一
百
へ
ば
一
七
九
七
年
岡
田
を
境
，
乙
し
て
そ

ω以
後
は
、

英
凶
に
於
て
は
プ
ラ
ン
λ

革
命

ω主
義
が
反
動
主
義
に
よ
っ
て
腿
例
百
れ
℃
仕
舞
っ
た
ご
い
ふ
ニ
正
、
等
の
事
情

よ
り
考
へ

τ、
殆
ど
説
り
な
〈
結
論
し
得
ら
れ
る
ご
忠
ふ
o

が
併
し
、
こ
の
こ
ご
は
、
プ
ド
キ
Y

や
ペ
イ
ン
の
思

制
叫
が
ホ

l
戸
に
影
響
し
た
か

E
う
か
の
問
題
ご
は
、
直
践
に
闘
係
が
な
い
こ
ご
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

=

ホ

1
P
の
先
腕
者
ご
ホ
ー
ル

ω思
想
の
影
響
ホ

1
w
が
「
文
明
の
諸
影
絵
」
を
吉
〈
際
に
、
前
逃
の
ス
ペ

V

1

、
オ
グ
レ
グ
ィ
、
ペ
イ
ン
、
ゴ
ド
ヰ
ン
等
の
諸
著
作
を
如
っ
て
ゐ
た
か

Y-
う
か
に
就

τは
、
未
仁
川
止
設
が
な

い
o

而
し
て
私
も
、
こ
、
に
そ
の
穿
撃
を
す
る
に
十
分
な
る
に
け
の
材
料
を
、
得
L
-
』
ピ
が
州
来
な
い
。
(
若
し
こ

の
鮎
に
就

τの
求
定
訟
を
研
究
せ
ん
己
す
る
な
ら
ば
、
メ
ン
ガ
ア
若
「
会
勢
働
牧
八
位
棋
史
論
」
の
英
謀
本
に
プ
4
4

ク

ス
ク
ェ
戸
数
授
が
加
へ
た
る
序
文
「
↓
川
曾
主
義
に
於
け
る
イ
ギ
リ
ス
山
中
仮
」
十
、
ペ

l
ァ
著
「
支
凶
一
枇
品
目
主
義
史
」
第

一
審
等
が
、
砂
か
ら
す
丞
考
に
な
る
で
ゐ
ら
う
O
)

で
み
る
か
ら
、
私
は
、
ホ
ー
ル
が
知
っ
て
ゐ
た
三
市
山
正
に
拘
ら

歩
、
彼
れ
の
忠
相
加
の
先
駆
を
な
す
ご
考
へ
ら
る
、
、
も
の
に
つ
い
て
、
上
記
の
諸
思
想
の
中
の
一
二
ご
ホ

1
片
ご
の

沼
畑
山
史
上
の
聞
係
を
、
以
下
に
於
て
少
し
〈
指
摘
し
て
見
た
い
£
忠
ふ
o

ホ
1
Y
は

f
r
キ
Y

よ
り
も
ペ
イ
ン
に
よ
ド
泣
い
、
ご
述
ぺ
て
尻
ら
る
、
川
而
し

両市

敢

佑
二
十
ニ
を

(
第
六
批
一
一

O
)

ι
L
コ

ゴ
j

E

プ
ォ
ク
λ

内
二
戸
数
授
は
、

て
こ

ω詑
は
或
る
程
度
ま
で
正
し
い
。
何
依
な
れ
ば
、
前
に
も
越
ぺ
た
る
如
〈
(
山
市
稿
第
一
節
第
一
参
照
)
、
議
論

の
出
俊
鮎
に
於
て
、
ホ

1
F
E
ペ
イ
ン
正
の
考
へ
方
に
日
或
る
共
通
要
素
が
あ
h
に
反
し
、
「
ホ

1
w
は、

ゴ
ド
キ

前掲書邦課 PP362← -370 j島問、
ことことは、ベーア氏も之をilJめてゐる。 cf.Beer， lbid.. p. [27 
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Y

ご
ヲ
ぞ
の
友
人
た
も
が
あ
の
様
な
熱
誠
を
以
て
臨
皿
銀
し
た
所
の
ア
メ
P
カ
の
白
向

ω庖
妄
を
看
倣
す
る
こ
さ
が
出

A巾

京
市
た
』
|
|
「
文
明
の
諸
影
響
」

ω第
三
十
六
節
『
ア
メ
η
ノ
カ
諸
州

ω勃
興
し
っ
、
ゐ
る
貴
族
主
義
に
就
て
」
に
於
て
、

ホ
1
恥
げ
は
貴
族
ご
い
ム
名
稗
を
有
た

F
る
山
品
目
民
共
族
が
ア
メ
リ
〆
カ
を
支
配
し
っ
、
ゐ
る
-
』
正
を
論
じ
、
そ
れ
に
非

難
を
加
へ
て
ゐ
る

1

i
ぜ
い
ふ
貼
に
於

τ、
耐
者
に
は
著
し
き
相
違
が
ゐ
る
か
ら
で
ゐ
る
o

然
し
乍
ら
忍
は
、

1
恥
て
と
ゴ
ド
キ
ン
ご
の
思
怨
閲
係
に
は
、
必
中
し
も
切
断
の
み
で
な
〈
、
成
る
税
肢

ω迩
絡
者
〈
は
近
似
貼
が
在

る
-
u

ご
を
、

ア
ォ
ク
ス
ウ
ノ
ェ
片
山
叙
授
が
事
げ
ら
れ
た
も
の
ご
は
違
っ
た
理
由
で
、
論
説
し
得
る
ご
思
ふ
υ

ぞ
の
理

由
ご
い
ふ
の
は
、
私
有
財
産
に
闘
す
る
諸
家
の
訟
に
謝
す
る
反
駁
の
仕
方
、

u
A
び
本
有
修
を
非
難
す
る
態
度
に
於

ホ
ー
ル
ピ
ゴ
ド
ヰ
ン
ど
が
非
情
に
似

τ居
る
こ
ビ
を
お
す
の
で
あ
る
o

今
一
」
、
に
誌
の
詳
し
い
I

説
明
は
之
を

て差
控
へ
る
が
、
例
へ
ば
、

ゴ
Y
ヰ
ン
が
、
其
の
著
「
政
治
上
の
正
義
L
(
一
七
九
三
年
)
的
故
終
結
「
財
産
論
」
的
第
三

章
に
於
て
、

マ
ン
グ
弁
士
ヤ
ヒ
ュ

1
ム
等
の
楽
修
必
要
論
じ
加
へ
て
居
る
反
駁
論
|
|
尤
も
プ
ド
キ
ン
は
、
彼
れ

の
所
制
正
義
の
御
念
を
規
準
に

Lτ
事
情
修
に
反
謝
す
る
の
で
ゐ
ウ
て
、
前
述
の
如
く
ホ

I
Y
が
宙
者
の
山
口
旧
に
よ
る

蛇
労
働
支
配
憾
に
反
劃
す
る
た
め
に
脊
修
を
攻
撃
し
た
の
正
、
多
少
そ
の
間
仁
触
を
具
に
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
併

し
ホ

1
Y
が
、
何
人
も
彼
れ
自
身
及
び
彼
れ
の
中
郵
政
に
牛
活
必
話
口
聞
を
供
給
す
る
に
十
分
な
る
に
け
よ
り
以
上
に

土
地
を
有
つ
緋
利
は
な
い
‘

己
中
立
回
っ
た
こ
さ
な
ど
を
忠
ひ
併
せ
て
見
れ
ば
、
結
局
、
森
修
に
針
す
る
ホ
ー
ル
の
考

へ
方
は
、

プ
ド
キ
Y

の
毛
れ
正
大
差
な
き
も
の
、
知
〈
考
へ
ら
れ
る
|
|
や
、
又
彼
が
、
同
篇
の
第
四
章
仁
於

て
、
花
有
財
産
制
度
な
く
ば
人
附
は
倣
怖
に
な
る
で
め
ら
F

フ、

ご
レ
ム
説
に
加
へ
て
居
る
反
刷
割
前
を
仔
細
に
読
め

叢

首詰

チ
ヤ
フ
ル
ス
・
ホ
ー
ル
の
思
想

第
二
十
二
魯

(
か
」
ハ
抗
一
一
一
)

ブι
ブL

オミ

Foxwell前向書、群戸氏辞(pp.362-363)による。

4白ぷ
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iju 

議

テ
ヤ
ア
ル
ス
・
ド
ー
ル
白
思
想

第
二
十
こ
を

(
第
六
鵠

) 

ブL
JL 

;l' 

ゴ
ド
キ
ン
ピ
ホ
ー
ル
ご
の
忠
明
刷
係
に
或
40
程
度

ω漣
絡
ゐ
り
ご
す
る
在
的
臆
断
が
必
す
し
も
不
笛
で
な
い

こ
ご
が
、
明
か
に
な
る
で
ゐ
ら
う
叫

な
ほ
ス
ペ
ン
λ

己
ホ

1
Y
ピ
の
川
山
加
山
闘
係
に
就
て
は
‘
前
に
な
が
ホ

1
Y
の
思
想
の
特
徴
を
述
べ
た
際
仁
説
明

せ
し
こ
正
の
外
に
比
呂
一
一
一
日
を
投
す
必
要
は
な
い
己
忠
ふ
か
ら
、

こ
、
に
は
之
を
省
〈
ニ
正
、
す
る
。

そ
れ
で
犯
は
、
最
後
に
、

ι
l
w
の
川
品
加
山
の
影
響
を
油
ぺ
て
筆
を
附
こ
う
ど
忠
ふ
が
、

ニ
の
駄
に
つ
い
て
は
、

次

ω
二
う
の
一
帯
川
仰
を
記
越
す
れ
ば
足
る
o

第
一
は
、
前
に
も
辿
べ
た
よ
う
に
、

ホ
1
Y
の
主
一
円
物
は
寅
行
が
極
め
て
思
〈

τ、
例
へ
ば
か
り
ゴ
ド
キ
ン
の

「
政
治
上
の
正
義
」
の
如
〈
.
首
附
の
思
想
界
を
風
燥
す
る
ど
い
っ
た
よ
う
な
こ
正
が
、
会
〈
傍
へ
ら
れ
て
ゐ
な

b 、
。

ア
A

ク
月
ク
ヰ

Y
殺
授
日
〈
、
「
彼
れ
の
本
は
そ
の
流
布
が
極
め
て
狭
い
c

そ
し
て
な
的
の
範
凶
に
限
ら
れ
て

ゐ
た
た
め
に
、
官
…
怖
に
よ
っ
て
注
意
せ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
ど
。
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
は
吃
皮
禁
止
せ
ら

れ
た
で
あ
ら
う
凸
又
私
は
、
本
稿
の
序
の
一
巾
で
、
『
文
明
の
論
影
響
」

ω第
二
版
(
一
八
二

O
年
)
の
こ
ご
を
附
記

し
た
が
、
或
る
英
人
の
言
ム
ご
二
ろ
に
よ

μ
ば、

こ
の
第
二
版
は
、

一
八

O
五
年
の
第
一
版
が
成
れ
残
っ
た
の

で
、
後
に
至
っ
て
前
越
の
よ
う
に
表
題
に
け

erl--詳
し
く
言
へ
ば
表
旭
の
民
に
け
を

l
l換
へ
て
斑
山
さ
れ
た

そ
れ
で
あ
る
ら
し
い
o

げ
に
〈
|
ア

ω一
言
ヰ
如
〈
、
「
そ
れ
(
第
一
版
)
は
、

(
封
外
的
に
岡
民
が
熱
狂

L
て
ゐ
山
)
凶
内
的
に
は
無
闘
心
で
あ
っ
た
そ
の
奥
只
中
に
O
L
仁
か

ト
ラ
フ
ア
ケ
カ
ア
の
叫
引
の
あ
っ
た
そ
の

年
に
出
版
さ
れ
た
、

ら
、
最
初
、

該
書
が
全
(
来
日
を
惹
か
な
か
っ
た
の
は
、

無
理
も
な
い
1

0

Hume， 
とふ晶じ

日

出

る

hm

あ
D
が』
九
跡
n
‘2
 

5
7
 

泊
n
刷
叶
a
r
u
 

A

U

 

L
V
 

は
と
H
だ
a
ん
E
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r
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J
乞

司

。

k
n
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l
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F
G

匂

口
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E
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l
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h
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r
f
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n

E
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E
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然
し
乍
ら
第
二
に
、
「
文
明
の
諸
影
響
』
は
英
国
の
思
怨
史
に
全
〈
跡
を
留
め
な
か
っ
た
り
で
は
な
い
。
を
は
、

オ
カ
ノ
エ
ン
主
義
の
ジ
ア
ナ
9
1
ト
h

ル
ム
リ
し
炉
の
ヂ
ヨ
h
y

ヂ
・
ミ
ク
デ
ィ
に
よ
っ
て
法
怠
せ
ら
れ

1
ー
の
め
O
『
問
。
冨
丘
団

に
於
て
、

ホ

l
y
の
書
を
評
論
し
た
。

は
オ
ク
エ
ン
+
土
義
の
機
関
誌
叶
}
百
何
向
。
ロ
。
自
一
件

(H
∞N
G
J
H
U
T
z
。-
4
)

併
し
今
こ
の
雑
誌
を
見
る
一
』
ご
が
出
来
な
い
か
ら
、
私
は
そ
の
内
容
に
言
及
し
得
な
い
|
|
、
叉
阪
越
の
如
く
一

入
五
O
年
に
は
モ
ペ
タ
y

が
ア
ェ
ニ
ク
ス
文
庫
の
中
に
之
を
拙
判
的
た
「
ら
ひ
で
あ
る
か
ら
、
フ
ォ
ク
R
h
y
A

戸
数
授

の
一
百
は
る
、
知
〈
↓
第
十
九
世
紀
の
第
二
の
四
宇
世
紀
に
於
け
る
枇
命
運
動
の
生
血
で
あ
っ
た
所
の
、
批
評
的
批

ゆ

品
目
主
義
の
成
立
形
成
に
寄
期
す
る
所
が
断
る
大
で
ゐ
っ
た
の
で
あ
る
c
』
併
し
花
は
、
遺
械
な
が
ら
・

ホ

l
w
の
著

作
が
「
批
判
的
刺
品
目
主
義
の
成
立
形
成
に
谷
間
則
す
る
所
頗
る
大
な
'
り
し
」
そ
の
説
漉
を
・
今
兵
恨
的
に
設
地
す
る
・
』

t
が
山
家
な
い
。
そ
れ
は
後
日
の
研
究
に
之
を
謀
る
こ
己
、
す
る
。

部
二
十
二
巻

(
A
m
六
抗

九
九
ユ

議

チ
ヤ
ア
ル
ス
・
ホ
ー
ル
の
忠
忽

論

森戸民謡{前掲書 p.370)に操る。69) 


